
 
 

 
 

 

ワークショップ参加者の属性にみる提案の傾向と段階的な整備方策 

－大分県佐伯市における学校跡地利用計画の策定プロセスに関する研究 その 2－  

準会員 横田 彩夏*1 正会員◯姫野 由香*2 同 宮下 達平*3 同 轟木 龍介*3 

７.都市計画― 8.参加と組織―b.ワークショップ 

公共施設再編 ワークショップ 市民参加    

1 研究の背景と目的                

現在,地方都市においては,公共施設の老朽化や遊休

不動産化は共通の課題となっている。なかでも,公共施

設に占める学校施設の割合は5割を超えており 1) ,公共

施設再編に伴う学校の統廃合により,廃校となった施

設の利活用が各地で検討されてきた。その数は,2018年
度までに 4905件にのぼる 2)。 
公共施設再編においては,計画段階から市民参加の

プロセスを経ることにより, 共用開始後の主体的利用

や運営の担い手確保などが期待される。市民参加手法

に関する赤沼ら 3)の研究によると,アンケート調査は広

く浅く意見を集めるための手法であるのに対し,ワー

クショップ(以下,WS)は踏み込んだ議論を行えるため,
建設的な議論を進めるための手法と評価されている。

田口 4)は,まちづくり活動がされていなかった地域

が,WSを通じて住民主導の活動が始動した事例を報告

しており,活動を主体的に進める気力・体力のある住民

が一定数いることがプロジェクトの初動につながる条

件としている。そのため, 公共施設再編においては活

動的な参加者と WS を開催することは,市民による主

体的かつ継続的な施設利用につながると考えられる。 
大分県佐伯市では,2016 年 3 月に旧佐伯豊南高校が

統廃合し,校舎の利活用を検討している。佐伯市の中心

市街地と郊外商業集積地の中間地点にあり,同市のラ

ンドマークである番匠川に隣接し,城山を望む場所に

位置する。閉校後,耐震性に問題のない校舎の一部が利

活用されないままとなっている。 
そこで本研究では,旧佐伯豊南高校跡地(以下,跡地)

利活用を検討するため, WS で出された意見をもとに

班ごとの意見の傾向と,跡地利用のゾーニング案を検

討する。そして,今後のWSで議論すべき課題を明らか

にすることを目的とする。 
 

2 研究の方法                  

 前稿その 1 では, 対象地域の立地特性と全国の廃校

事例の動向からWSの参加者属性に関する示唆を得た。 
本稿その 2では，市民参加によるWSの開催にあた

り,COVID-19 感染拡大状況を鑑みて,限られた人数で

も実践的な意見を得るために,その1で得たWS参加者

属性をもとに班構成を検討した(3章)。また, 全4回の

うち第2回までを実施した成果を用いて,参加者属性に

よって構成された班ごとの提案の傾向を分析した(4
章)。さらに, 段階的な跡地利活用の視点から,利活用施

設に求められる機能と時期を勘案し,ゾーニング案を

検討した(5章)。それによって, 今後のWSで議論すべ

き課題を明らかにする。 
3 WSの概要                   

3-1 対象地の立地について 

 研究対象である跡地(図 1)は,大分県佐伯市鶴岡町の

第二種住居地域に位置し,南西に一級河川である番匠

川,北東に標高 144mの城山を望む場所に位置する。ま

た,国道 217 号線に近接しており,2km 西に小売店が集

まる郊外商業集積地(コスモタウン),1.8km 東に佐伯市

中心市街地があり,中間地点に立地する。 
3-2 旧佐伯豊南高校利活用のこれまでのプロセス 

  跡地の現在の利用状況と所有者を図 1 に示す。ま

図 1 対象地の利活用状況 
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た,跡地に関する現在までの経緯を表 1に示す。2016年
3月の閉校後,大分県所有であった跡地のうち,旧第2グ
ラウンド(現つるおか保育所⑦)と校舎部分の土地,建物
が佐伯市所有となった。その後 2019 年 6 月に,佐伯市

によって耐震性に問題のある一部校舎が解体撤去され

た。大分県所有のグラウンドとテニスコート 2面のう

ち 1面は,県立高校の部活動で利用されている。2020年
4 月には,佐伯市医師会の運営により佐伯准看護学院の

校舎として④⑤⑥が使用開始された。さらに 2021年 4
月には佐伯市によって旧職員室棟❶が,地区集会所と

サテライトオフィスとして暫定的に使用開始された。

佐伯市所有の教室棟❷❸とその周辺の残地は,現在,利
活用方針が決まっていない。 
 そこで,❶❷❸と周辺の残地の利活用方法を検討す

るために,2021年10月より市民によるWSが開催され

ている。また,並行して旧佐伯豊南高校跡地利活用計画

検討委員会注 1)(以下,委員会)が WS で出された提案を,
より実践的に検討し,鶴岡地区住民の意見も反映させ

る目的で設置されている。 
3-3 佐伯WSの概要 

 佐伯 WS では地域の魅力や課題を把握,共有し,地域

に求められる機能や施設を考えると共に,跡地に求め

られる持続可能な活用方策を検討する。日時や参加者

数,内容などの概要を表 2 に示す。これまでに 2021 年

10月,11月の計 2回開催された。 
 COVID-19感染拡大状況を鑑みて,佐伯WS参加者は

限られた人数で構成する必要があった。そのため公募

は行わず,その１で得た WS 参加者決定の示唆をもと

に,既に市内で様々な活動を展開している人物や地域

住民,保育士,生徒といった学校関係者を参加者とした。 
 また,班ごとに多様な意見が検討されるよう表3に示
すように,参加者を属性ごとに,4班に分けた。1班は主

に鶴岡地区住民,2班は跡地周辺で働く人物,3班は移住

者やアウトドア活動関係者,4班は創作活動やアートに

関わりのある人物で構成した。 
4 佐伯WSでの班ごとの意見の傾向               

 佐伯WS2回分の意見をまとめ,表 4に示す。 
【1 班】主な参加者は鶴岡地区住民である。ワーク 1-
2 では鶴岡地区住民のための「交流」機能を持った施

設が多く提案された。ワーク 2-1 では鶴岡地区の年齢

層の変化や住民の入れ替わりが想定された。それによ

って,ワーク2-2では鶴岡地区に移住した人も利用者に

想定したフリースペースが提案された。そのことから

1班は,跡地を鶴岡地区住民の交流の場とする意見が出

される傾向があった。 
【2 班】主な参加者は跡地周辺で就業している者であ

る。ワーク 1-2 では「教育」や,健康のための「運動」

施設の提案が出され,ワーク2-2では現在跡地にある准

看護学校と保育所と連携して利用できる市民農園が提

案された。このように,2班では 「教育」や体を動かす

ことを通して鶴岡地区住民と現在の跡地利用者が交流

できる施設を望む意見が出される傾向にあった。 
【3 班】主な参加者は移住者やアウトドア関係者であ

る。ワーク 1-2,2-2 でスケートボード場やアーバンキ

表 3 佐伯WS参加者の概要 

表 1 旧佐伯豊南高校利活用のこれまでのプロセス 
年月 旧佐伯豊南高校跡地に関する出来事

2016年3月 旧佐伯豊南高校閉校

2018年3月 佐伯市と大分県にて売買本契約

2019年4月 旧第2グラウンドの一部につるおか保育所(図1⑦)を新設・開園

2019年6月 旧屋内運動場、管理棟及び渡り廊下等を解体撤去

2020年4月
旧商業実践棟、旧家庭科棟及び柔剣道場を改修し、

佐伯准看護学院校舎として開校

2021年2月 旧職員室棟(図1❶)1階部分を桝形・藤原区集会所として利用開始

2021年4月
旧職員室棟(図1❶)2階部分を改修し、

佐伯サテライトオフィスとして開所

2021年10月
第1回旧佐伯豊南高校跡地利活用計画検討ワークショップ実施

第1回旧佐伯豊南高校跡地利活用計画検討委員会実施

2021年11月 第2回旧佐伯豊南高校跡地利活用計画検討ワークショップ実施

表2 佐伯WSの概要 
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ャンプ場,コワークングスペースの提案があるように,
趣味や仕事を通して「交流」を促進する意見が提案さ

れた。どの提案も佐伯市内に限らない多様な利用者を

受け入れる,多世代交流を意識した提案を行う傾向に

あった。 
【4 班】参加者は主にアートに関わりのある人物であ

る。ワーク 1-1で佐伯市内にアーティストが多いこと

を魅力とする一方で,アーティスト同士やアーティス

トと市民との交流機会が少ないことが課題にあがった。

その対策として,ワーク 1-2,2-2 でアートを通じた「交

流」活動や施設の提案が中心であった。 
 全体を通じて,「交流」を望む意見が最も多く,次いで,
「教育」「アート」や,健康を意識した市民農園や「運

動」に関する意見もあった。また,「防災」を意識した

日常使いできる避難所が提案された。これらは「交流」

を中心に提案されたものであり,班ごとの参加者属性

が「交流」の方法を多様にしたと考えられる。また,施
設の運営費や維持費を考慮して,「働く」機能が支える

収益を上げられる仕組みや施設の提案が出された。 
5 跡地ゾーニング案の提案             
 その 1 より,費用の問題から,段階的に活用すること

を想定し,WSで提案された施設が実現する際の改修の

程度を ABC に分けたものを表 5 に示す。表 5 で改修

の程度が A又は A/B のものから配置した,短期に実現

可能なゾーニング案を図 2に示す。まず,アクセスもし
やすく,人目につきやすい国道近くで面積の一番広い

残地Aに「運動」「交流」を実現する市民農園と,アー

魅力 意見数 課題 意見数 機能 跡地にあるべき施設 分類 シナリオカード内容 機能 ゾーニングされた施設

暮らし 5 公共施設 7

景観 2 暮らし 3

防災 2

その他 3 住む 空き家/空き地の増加

防災 番匠川への恐怖心

教育 不登校児の増加

就業 6 交流 3 教育 専門学校/放課後自習室

景観 4 住居 3 交流 市民農園

観光 4 就業 2 運動 サイクル拠点/スポーツジム/公園

医療 2 その他 7 働く 貸店舗/サテライトオフィス

その他 4 物販 生鮮食品の直売所

景観 9 交流 5 教育 野外教室 教育 野外教室

防災 1 教育 2 アート ギャラリー

防災 2

その他 3

住む 宅地

交流 4 観光 3

観光 3 アート 3

アート 2 その他 4

その他 1

働く 働き方の多様化

防災 災害に敏感になる

ワーク1-2

跡地にあるべき施設の提案

ワーク2-1

10年後の変化の想定

スケートボード場/サップ/BMX/

アーバンキャンプ場
運動

コワーキングスペース/ハンドメ

イド販売店/カフェ
働く

防災 避難所

4

ア
…

ト

住む場所の多様化/空き家,空き地

の増加
住む

交流

フリースペース/温浴施設(シャ

ワー等)/幼児児童施設(落書き等)
交流

シェアリングの普及/鶴岡住民の

年齢層の変化/鶴岡への移住増加/

自治会存続の危機

交流

核家族の増加/自治会存続の危機/

ネット環境の充実

働く高齢者の増加/高齢者が仕事

サポート/趣味の活動増加/活動的

な人の増加/人口減少/少子高齢化

交流

班

市民農園

働く 働き方の多様化

スケートボード場/サッ

プ/アーバンキャンプ場
運動

佐伯市への移住者増加/シェアリ

ングの普及/ネット環境の充実

住む場所の多様化/空き家,空き地

の増加
住む

交流

1

地

元

2

跡

地

3

ア

ウ

ト

ド

ア

交流

ワーク2-2

施設を跡地にゾーニング

ワーク1-1

佐伯市街地の魅力と課題

物販 スーパーマーケット

教育

アート

交流

不登校児の施設

工房,共同工房

フリースペース

働く
コワーキングスペース

/カフェ

避難所防災

工房,共同工房

住居アート 工房,共同工房/ギャラリー

教育 eスポーツの学校 アート

住む

表 4 WSで出た班ごとの意見 

表 5 提案施設の改修の必要性の程度 
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バンキャンプ,野外教室の広場を配置する提案が多か

った。❶は短期的には集会所とサテライトオフィスを

残し,残地 A に近い❷から利活用を行うことが適当で

あると考えられる。❷の 1階は「働く」「運動」を実現

するテナントや運動施設を,2 階には緊急時に避難所,
また,「働く」「教育」を実現するサテライトオフィスや

放課後自習室などの設備の少ないレンタルスペースを

設ける。中長期的な視点から 3階は主に備蓄倉庫とし,
緊急時に避難所となる宿泊施設を配置する。屋上は,高
さや景観を活かして,緊急避難所やアーバンキャンプ

場とし「防災」「運動」を配置することでWSで提案さ

れた日常使いできる避難所を実現する。さらに,屋外プ

ール南側の空間では中江川を利用して「教育」「運動」

を実現する環境学習やサップのための空間とした。 
6 総括                      
 本稿その 2では，参加者属性ごとに WSで出された

提案の傾向を考察した。また、WS で出された提案の

必要な改修の程度から跡地での段階的な利用のゾーニ

ング案を検討した。 
 佐伯WSでは,「交流」機能を望む意見が多く,それら

を実現する機能として,「教育」「アート」「運動」「防災」

があげられた。また,収益事業の必要性も指摘された。 
 さらに,その1で費用の問題のため段階的な改修を検

討する必要があるとされていることから,提案を実現

する施設の段階性を改修の程度によって検討した。 
 さらに敷地内条件を考慮し,跡地利用ゾーニング案

を検討したところ,WS 意見実現のため, 利用者の駐車

場,施設間の動線をどうするか,残地 B や❸をはじめと

する第2回佐伯WSまでに議論されていない未利用地

など,検討すべき今後の課題も明らかとなった。 
 
【補注】 
1) 委員会のメンバーは学識者,自治会会長などの地域住民代表,商工会議所関係
者で構成されている。 
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図 2 跡地のゾーニング案 
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